
1995. 5. 1 

No. 485 京 都 大学広報委員会

司町

大学本館より正門を望む（大正14年頃）

目

学部入学式における総長のことば－一 …ーー ーーー・ー一・969

大学院入学式における総長のことば……・………・… ・971

＜大’Y：の到Jき＞

部局長の交替等・・・…・…・・……・・・・・ーー・・・・・ ..•. . ・・・・972 

＜紹介＞

工学部における拠点大学方式による学術交流・・…973

968 

、｝，，
ノλ

附属図書館の日lllil日開館について…・……・・……・…...974 

言ト報 －－－ . . ............ .. ・・・・・・ .... ・ぃ… ー－ . 974 

＜資料＞

平成7年度入学試験諸統計・・……・………........…975

＜随想＞

短期大学創設の思い出

名誉教綬中戸莞 二・・・・979



No. 485 京 大広報

学部入学式における総長のことば

平成7年4月11日

総長井村裕夫

桜の花が美しく咲き揃い，春もいよいよ酎となって参りました。本日は元総長，前総長，名誉教授の

諸先生を来賓としてお迎えし，各学部長，教職員の方々の御蹴席も得て平成7年度入学式を挙行し，

2,980名の新人生と44名の編人生の皆さんを京都大学に迎え入れることができましたことを心から嬉し

く思っています。小学校入学以来12年以上にわたって勉学にいそしみ 京都大学の入学試験に合格され

たことに，心からおめでとうとお祝いの言葉を申し上げます。皆さんの成功は，強い意志と努力の賜物

であります。そのことを皆さんは誇りに思ってよいでありましょう。

しかし私は二つのことを注意しておきたいと思います。その一つは，皆さんが京都大学に入学するま

でには，御両親をはじめ，先生，先輩や友人など，多くの人々の援助があったことに思いを致し，感謝

をしなければならないことであります。感謝することによって人は謙虚になり，謙虚になることによっ

て人は更に成長することができます。第二に，入学試験は人間の能力のある一面だけを判断していると

言ってもよいでありましょう。諸君はその他にも様々な能力を持っているはずであります。京都大学に

入ったことに甘んずることなく，自らのさまざまな能力をのばしていって欲しいと願っています。

これから皆さんは京都大学で4年間，医学部の場合には6年間，勉強をすることになります。この期

間は皆さんの人生の中で 恐らく最も大切な時になると考えます。それは学ぶ すなわち知識を獲得す

るだけではなく，学ぶ方法を学ぶことができるとき，知識を制造する技法の基礎を学ぶことができると

きだからであります。皆さんの人生はこの4年間の過ごし方によって大きく影響されると言っても決し

て言い過ぎではないでしょう。

もう少し説明をしてみたいと思います。今日まで特さんは学校や塾の先生について，勉強をしてきま

した。それは教え手から学ぶことが最も効率よく知識を獲得することができるからです。教えられたこ

とは真実としてほとんど疑うことなく，受け入れてきたでありましょう。もちろんそうしないと入学試

験で良い成績をとることが難しいに違いありません。

今日から始まる京都大学の生活でも，もちろん教え手の先生がいて，効率よく知識を注ぎ込んでくれ

るでしょう。しかし大学ではそのように受動的に知識を受け入れるだけでなく，能動的に学んでほしい

と思います。それは教えられたことに「イ可故」と疑問を持って，自分で考える努力をするということで

す。自分で問題を発掘し，自分で答えを探す勉強方法も身につけてほしいということであります。

京都大学がその100年に近い康史の中で持った最大の脅学者は西国幾多郎先生であります。今年は先

生が亡くなって50年になりますが，先生は恐らく近代日本の最大の哲学者であると言ってよいでありま

しょう。先生は弟子に，「自分の哲学に追随してはいけない。自分の考えをそのまま受けとる必要は宅

もなu、。君らが考える上に役立てば結構だ」と，常に言われたそうであります。もちろん哲学と他の学
問の分野とは異なりますが，先生の意見を．学界の定説をそのまま受けとることなく，時には疑って考

えてみることは，どの学問分野でも必要であります。

西国幾多郎先生は明治3年（1870），石川県でお生れになりました。家は代々庄屋をつとめてきた旧

家でありましたが，先生の若い頃に没落し，経済的にはかなり背労された時期もありました。先生は旧

制の第四高等学校のとき，学校の規則が余りにも厳しいのを嫌い，「学問は独学でもなしとげられない

ことはあるまい」と考えて中退されました。そのため，東京帝国大学に入学できず，聴講生に近い存在

であった選科に入られました。従って先生はほとんど独学で勉強されたということができましょう。若

い頃から先生は大変勉強家で，多くのヨーロッパの哲学者の本を精読されました。しかし27歳のとき先

生は日記に「他人の書を読まんよりは自ら顧みて深く考察するを第一とす」と書いておられます。多く

の西欧の先哲の書を読みながらもそれに飽きたらず，当時の日本の現実の中で新しい哲学を模索されま

-969ー



京大広報 1995. 5. 1 

した。そして先生は次第に禅に傾倒され， 20歳代の半ばから30歳代の半ばまでの10年近い問，学校の講

義の時間を除いて，ほとんどの時間を坐禅，参禅のために使っておられます。先生の当時の日記を見る

とひたすら禅の修行に打ち込んでおられる姿が明らかで， 一つのことに打ち込まれる先生のエネルギー

は驚くばかりであります。

明治36年（1903）一応の鮮の修行を終え，先生は哲学，倫理学の研究に没頭されました。そして明治

44年（1911)'41歳の時「純粋経験」という概念を基礎にして思索された結果を有名な『善の研究』と

いう本にまとめて出版されました。それは京都帝国大学文科大学 （文学部）の助教授に就任された翌年

のことでありました。その後先生は更に思索を深められ，「場所」という新しい考えを展開しながら多

くの著作を著わして，西田哲学と呼ばれる独自の哲学を築き上げられました。西田哲学は日本人が哲学

の分野でも独創性を発揮しうることを示した最初の大きい哲学理論であります。そしてそこには先生が

参禅によって’悟入された禅の思想が，直接の形ではないとしても生きているところに西田哲学の特色の

一つがあるのかも知れません。

私は今ここで西国哲学について論評しようとしているのではありません。それは私の能力を超える問

題であります。ねが申し上げたいことは，独創的な哲学を築き上げた先達が京都大学におられたこと，

そしてその偉業は多くの書を学びながら， しかし他方では自分で深く思索することによって成し遂げら

れたものであることであります。それは若き日独立独歩で途を聞く意気込みで四高を中退された先生の

独立不鴇の精神の生み出したものでもありましょう。そして今，時代はそうした独創的な思考のできる

人材を求めています。

第二次世界大戦後の我が国はアメリカの強い影響のもとで発展をしてきました。学問はほとんどあら

ゆる分野でアメリカが先行しており，それに追いつくことが最大の課題でありました。産業も基本的に

はアメリカの技術を導入しましたが，それを洗練し生産性を高めました。平均教育レベルが高く，集団

行動に適した我が国の人材が，工業の高度化に有利であったと考えられます。その結果，世界有数の工

業国家になることができたのであります。

しかし，今時代は大きく動いています。政治には何よりも我が国独自の強力な指導理念が求められて

います。外交面ではアメリカ，ヨーロッパとの協調体制を維持しながら アジア諸国との関係をどのよ

うに築き上げて行くか，日本独自の外交政策をどのように進めて行くかが難しい課題となりました。学

問でも科学技術の分野でも，もっと我が国独自のものを創造して行かない限り，次の世紀の我が国の繁

栄は期待できないでありましょう。時代は明らかに，様々な分野で創造力のある人材，独創的な思考の

できる人材を求めています。その為にはどうすればよいか，それは西田幾多郎先生に少しでもならうこ

とでありましょう。もちろん我々凡人には先生のような独創的な仕事は出来ませんが，深く学び，よく

考えることによって創造的な思考法をある程度は身につけることはできると思います。
すなわ〈ら すなわ

論語の一節に「学而不思則間，思而不学則殆」（学びて思わざれば則ち岡し，思うて学ばざれば則ち
あやう

殆し）という言葉があります。京大の同窓会館である京大会館の入った所に，元総長平沢輿先生の書

で，この文章の額が飾られています。この言葉は学んでも自分で考えねば物事ははっきりしないこと，

また考えるだけで学ばなければ，独断的になって危険で‘あるということを意味する文章であります。学

ぶことと考えること，そうした学問の方法は，すでに孔子の時代から続いているわけでありますが，そ

れをこれからの京都大学における生活でしっかりと学んで下さい。京都大学はそうするには，大変適し

た場所であります。それは個性的で，すぐれた先生や先輩が，数多く皆さんの周辺にいるからでありま

す。また日本の政治，経済の中心から離れているのでゆっくりと考える環境があるからです。

最後に西国先生の独立不携の精神を示す和歌を一つ紹介致しましょう。

「人は人吾は吾なり とにかくに吾行く道を吾は行くなり」これからの京都大学における生活

の中で，わが行く道を見出して下さい。皆さんの学生生活が楽しく実り多いものになることを祈念して

私の挨拶と致します。
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大学院入学式における総長のことば

平成7年4月11日

総長井村裕夫

本日ここに元総長，前総長，各研究科長，教職員の御臨席のもと平成7年度大学院入学式を挙行し，

修士課程1,688名，博士後期諜程750名の秀れた諸君を京都大学大学院に迎えることができましたこと

は，まことに喜びとするところであります。今日までの諸君の努力に敬意を表するとともに，大学院の

試験に合格され，めでたく入学されたことに心からのお慶びを申し上げます。

今日から諸君は大学院において勉強することになります。学問が大変進歩した現代では，学部で専門

分野の最先端を学ぶことは困難であります。大学院に入って初めてそれぞれの専門の知識を深く身につ

けることができ，また研究を通じて新しい知識の創造に加わることができます。そこで研究生活におけ

る「読む」こと，「話す」こと，「書く」ことについて少し述べてみたいと思います。なお私が話すこと

は主として理科系の研究についてであって，文科系の研究には当てはまらないところが多々あること

を，あらかじめお断りしておきたいと思います。

研究生活においては文献を読むことは大変重要であります。もともと研究は自分が知りたいと考える

こと，疑問に感ずることに対し解答を得るために行うものですから，すでに先人が同じ研究を行って明

確な結論を得ているときには，その研究を行う意味がないと言って良いでしょう。従って研究を行う前

にはその分野の研究がどこまで進んでいるか，類似の研究がなされていないか十分調べる必要がありま

す。それと同時に研究の方法を決める必要があり，方法論に関する論文を注意深く読まねばなりませ

ん。研究を始めてなかなかうまく行かず，もう一度論文を読み直して見務としていた点に気づくことは

時としてあるからであります。

最近はどの学問分野でも研究者の数が増加し，多くの専門雑誌が刊行され，情報量も平等しく明えてい

ます。従って全ての論文に目を通すことは多くの分野で困難になっていると言えましょう。国際的な雑

誌や評判の高い雑誌は良い論文が載ることが多いのでそれらを読むことをお勧めします。最近ではある

雑誌に掲載された論文が他の研究者によってどの程度引用されているかという数値から，雑誌のインパ

クト ・ファクターが計算されたりしていますのでそれを参考にすることも可能です。

研究が始まると，「読む」ことの意義は少なくなります。何よりも正確に，しかも着実に研究を進め

ねばなりませんし，得られた結果を深い洞察力で解析する努力をしなければなりません。時には研究が

予定｛したように進まなかったり，思わぬ絡し穴があってそれを越える方法が見つからなかったり，再現

性のある結果が得られなかったりで悩むこともあります。－IJ，研究が始まれは1iJf究の遂行に全力をjぷさ

ねばなりませんが，やはり「読む」ことはある程度必要です。より良い方法論が発表されたり，類似の

研究結果が報告されたりして 研究に軌道修正を加える必婆が生ずることもあるからです。

「話す」ことは，研究生活では，また大変重要であります。研究の結果をまずセミナーやカンフ 7レ

ンスで発表し，更に学会で発表して批判を受ける必要があるからです。この場合データを十分整理して

論旨を明確にし，聞く人に解りやすく話さねばなりません。

日本人は一般に発表に際して努）Jが足りないように私は思います。それを感じたのは今から30年ほど

前，米国に留学していた時のことです。研究が一応まとまって学会に演題を提出する前になると，カン

ファレンスでまず発表しました。自分で図を書きスライドにして発表すると，数々批判され，何度も何

度も閃を~き直しました。 やっと原案がまとまると大学のイラストの専門家によってその岡がまた修正

され，漸くスライドが完成しました。講演原稿も何度も手を入れられて完成すると，仕上げに大学の

AV室でリハーサJレをすることを奨められました。ビデオにとって比ると，講演の仕方のまずいところ

がよくわかります。アメリカ人が学会の発表を如何に大切にするか，よい発表ができるよう如何に努力
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するかを知ることができました。

私の専門の領域で GrantLiddleという偉い学者がいました。彼のスライドはいつも簡明で，表の場

合も行数が少なく必要な点がわかり易く呈示されていて， Liddle’sslideと言われて有名でした。最近

は日本人のスライドも大分良くなってきましたが スライドはじめ発表技術にも十分な配慮が必要であ

ります。

さて研究の最終のステップは「書く」ことであります。しかしこれも決して簡単な作業ではありませ

ん。時としては研究そのものよりも 苦渋を伴う仕事になることもあります。分野によって違いがある

でしょうが，現在のような国際的な時代には，研究成果をできるだけ英文で発表して，広く世界中の人

に読んでもらう必要があります。そのためには英文の論文を書く練刊をしなければなりませんが，これ

も慣れるまではなかなか骨の折れる仕事です。

理科系の論文を掲載する雑誌では，多くの場合ピアー・レビューの制度があります。同じ分野の研究

者による仲間うちの論文査読の制度です。本当の専門家が読むわけですから，極めて厳しい批判を受け

るのが普通です。弱点は遠慮なく突いてくるし，結論に飛躍があると鋭く批判するし，また実験の追加

を要求することもしばしばあります。時には誤解されたり，理不尽な要求をされたりして，論争しない

といけないこともあります。しかし多くの場合は妥当な指摘であり，修正することによって論文が良く

なります。このようにして訓練されることにより研究の進め方，論文の書き方を学ぶことができ，研究

者は少しずつ成長して行くものであることを，私は何度も論文を書いて身にも心みて感じました。

アメリカでは「論文を舎かなければ滅びよ（publishor perish）」という言葉があります。これは論文

の数を言っているのではなく，良い論文を書けと言っているものと私は考えます。一流雑誌の厳しいピ

アー・レピュー制度は，研究者を鍛え上げてくれます。そこには単に論文を一編発表すること以上の意

味があるように私には思われます。

今日私がお話したことは，研究の本質には直接｜刻係はありません。研究において大切なことは未知lの

事実を発見したり，新しいコンセプトを構築したりすることでありましょう。しかしそれらを成し遂げ

ることは決して容易なことではなく，周到なしかも創立のある研究者が，幸運にめぐまれて初めて成し

うるものであります。本日私が申し上げたことは，そのような周到な研究者になるための一つの道であ

ると考えます。注意深く よく読み 考えを整理して説得）Jのある話をし，そして論宵の明快な論文を

書く能力を身につけることは良い研究者の重要な条件でありましょう。

これからの大学院における生活が実り多いものとなることを祈念して，ねの挨拶を終ります。

＜大学の動き＞

部局長の交替等

学生部長

瀬地山 敏経済学部教授（経済理論講座担当）

が， 5月1日学生部長に再任された。任期は平成

8年4月30日までである。

防災研究所長

田中寅夫防災研究所長の任期満了に伴い，その

後任として高橋 保防災研究所教綬（砂防研究部

門担当）が5月1日防災研究所長に任命された。

任期は平成9年4月30日までである。
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＜紹介＞

工学部における拠点大学方式

による学術交流

日本学術振興会はこれまで学術国際交流を目的

として，二国間学術交流事業を支援してきたが，

とくに発展途上国との学術交流の発展を阿ってい

る。工学部でもマレーシアとシンガポールを対象

固として，それぞれ昭和59年，平成2年より「総

合工学」の交流の拠点校として，協力校9大学と

ともに本事業の実施に携わってきた。 工学部及び

農学部の関係教'R・を中心に，マレーシアと研究者

交流，共同研究，及びセミナーの開催を計阿し，

実施してきた。過去11年，両国の研究－＆・交流によ

り相手間へ訪問した研究者ーの総数は24211 （日本

より 117¥1，マレーシアより 125名），また共同研

究の尖施により日本に滞－在したマレーシアの研究

有は89'./'1で、ある。またマレーシア（ペナン，クア

ラルンプール，ジョホールパール）で3回，京都

で2回2年毎に計 5回のセミナーを開催してき

た。H宇年12月にはジョホールバール市において3

t:J 問，本セミナーが開催され，日本，マレーシ

ア，シンガポール3固から合計1011'1の参加おが

あった。京都大学からは，阿川線－＿［学部長をは

じめ221'1が参加し， （1）化学 ・化学 r学， （2）生物
学 ・生物 l：学， （3）機械 l；学， （4）屯気｜；学， （5）土

木工学の 5つの分野に分かれて講演，研究発表及

び討論を行った。学術交流は l；学部のほとんどの

教室が関係し，農学部の民主化学，農薬を合め，

多岐の分野にわたっており，本学：の多くの教宵の

方々がこの、F業の発展・にQi猷されている。日本学

術振興会の各事業は10年1rfに，事業の成果につい

てヒアリングを受けることになっているが，本事

!ill! N>s-¥CC SE~lll\ ¥R 
1 ~ － 1\ IW.CI¥、rnrn1!19'1 
＂＇、1111れ、

'All m ~Kl 1>11 ＜~1 ~A－~＇日~1uni~M H1 ¥IOHD. ),.¥S品L
＇＇＂刷 l刻、¥IHI眠、

ll~l\'f.RSITI HKM】l.OGI、1λI.劫Sii
ー－・・』，，＿，...－

業も昨年諮問を受け，継続することになった。

過去10年間はマハティール首相の「ルック ・

イースト」政策に沿って，日本の技術立国政策を

目標として熱い思いを寄せられた事実が存在する

が，アジア諸国の技術水準の向上と GNPの上舛

は目覚ましいものがある。同首相1は世界情勢の変

化を敏感に捉え，日本のみならず，手本とする対

象国を世界に求めようとする「ル yク・アラウン

トン政策を打ち／［＇，し， 2020年には先進諸国の仲間

入りを宣言している。昨年のジョホールパールに

おけるセミナーでは，マレーシアの講演者の最後

のスライドに2020年を目指して研究を推進しよう

とする心意気が感じられる。

シンガポーjレとの学術交流は平成2年に開始さ

れ，主として研究将交流と共同研究の実施が中心

であるが，両極l間の協議に基づいて本事業を運営

する方p'1Jに進んでいる。シンガポールにおいては

急速な経済発展により，総合工学の中でも特にハ

イテクに深い閃係をもっ分野との交流が望まれて

いる。日本のアジア経済圏における位置づけをめ

ぐり論議が続いているが アメリカをはじめとす

る環太平洋諸国を含めて，政策の選択を迫られる

であろう。したがって，日本の科学者はこれまで

の先進欧米諸国一辺倒の立場を変え，科学技術の

発反による思忠をアジア諸国と共イTするための役

制を認識し，これまでのアジア諸問に対する科学

技術政策の軌道修正が余儀なくされることは予似

に難くない。21世紀に向けてこれまでの成果を法

盤として，両国間の学術交流のj附＂！：化を関り，本

半業の推進にあたる必要がある。世界情勢の急変

と科学技術政策とは無縁でなく，科学者にとり開

発途上国との学術交流のありかたを真剣に考える

ことは避けて辿れない。アジア諸国との共存を念

頭においた科学技術政策の長期］展望の組み立ては

急務であり，有効な学術交流を深める以外に道は

ない。

（工学部）
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附属図書館の日曜日開館について

附属図書館においては， 5月から次のとおり日曜日開館を笑施します。

百己

開館開始 5月7日（日）より

開館時間 午前10時より午後5時まで

サービス内容

。開架同性 ・雑誌のH'i'i¥（特殊資料は除く。）
。開架図書 ・雑誌の返却
。校費カードによるコピーサービス
なお，祝日にあたる日曜日及び夏季休業中の日曜日は，休館します。

（附属図書館）

附属図書館正面玄関

L・一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一」

[!fJ!] 

後藤康夫 医学部附属病院助手

本学医学古II附属病院助手 後藤康夫

4月18日逝去された。享年36。

先生は，

先生は昭和59年3月本学医学部を卒業後，本学

医学部附属病院産科婦人科での研修を経て，同60

年10月より県立尼崎病院産科婦人科に勤務され

た。昭和64年1月1日より本学医学部附属病院産

科婦人科医員として勤務され，平成4年9月1日

より本学医学部附属病院助手に就任されたo

先生の専門は産科婦人科学で，培養実験により

脹をとりまく子符内環境を詳しく解析し，子常内

膜内）］£移植法を考案し，臨床応用への理論的恨拠

を提示された。

平成4年より京都大学における体外受精のチー

フに就任され，着床不全の病態解明とその治療に

心血を注ぎ，産科婦人科学界に多大の貢献をされ

た。

ここに謹んで哀悼の意を表します。

（医学部附属病院）
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く資料＞

平成7年度入学試験諸統計

1.募集人員，志願者数，合格者数，入学者数，合格者最高点・最低点（総点）等調

選第 1 段抜数階
総 占

学寄！I・日程 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 i筒点
合格者 最高点 最低点

：！ 前文期系 55 210 201 198 57 800 556.83 446.5 

総 合。前期系
人間学部 j理 55 268 259 254 55 130 800 589.25 424.5 

；後期 20 420 302 182 22 800 535.99 481.99 

i前期 190 725 665 663 193 700 518 429.33 
文学部： 224 

：後期 30 442 282 137 31 700 535.75 468.5 

: 1liJJ~J 40 179 159 158 42 800 574. 24 474.91 
教育学部： 63 

：後j捌 20 151 144 95 21 1 000 717. 24 628.33 

：前期 340 1,028 l 028 1,015 345 750 552 452.25 
395 

法学部： 592 512 214 50 
i後期 60 500 396.75 370.25 

52 34 23 14 13 

－前期 160 592 592 580 161 800 552.25 462.5 i一般

： 前守同也町期
経済学部！ 文

50 324 251 239 51 234 1,050 709.25 518.25 

479 371 226 23 
i後期 30 950 595.7 502.4 

41 27 25 12 7 

；前期 294 989 960 948 295 650 567 333 
理己主席。 326 

：後期 32 1,266 1,236 830 33 400 264 221 

：前期 90 414 414 395 92 1,250 1.047 853 
I~ 乙戸 部： 102 

；後期 10 334 300 205 12 1.250 912.25 851 

：前期 70 222 222 209 74 950 723.75 534.25 
業宇都： 85 

: 1長期 10 169 169 93 12 950 621.58 555.28 

：前期 940 2.729 2,722 2,676 940 1,000 787.58 531.25 
工学部 I 1,051 

: 1長期 110 1,530 1,527 827 117 1, 100 846. 75 713.25 

i前期 252 755 755 743 263 1.050 737.25 579.5 
~学部’ 325 

：後期 63 679 679 425 64 810 556 .13 437.83 

：前期 2,536 8,435 
計

8,228 8,078 2,568 

: 後期 385 6.155 5,583 3,282 411 

Z口忌 言十 2,921 14 ,590 13 ,811 11,360 2,979 2,955 

（備考） 1）法学部，経済学部後期の下段は，外国学校出身者のための入学者選考を示す。

2）合格者最高点・段低点（総｛f.）は，前期は3月9日，後期は3月23日の合格発表時のもので， tよー学部 ・
経済学部の外国学校出身者のための選考を除く。

3）特例入試を除く。

特例入試の実施結果（外数）

学 部 ｜受入人員 ｜ 申請者数｜受験者数｜欠席者数｜合格者数｜入学者数

法学部｜若干名｜ 11 ol 11 ol o 
工学部｜若干名｜ 2 I 2 I o ' 
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く工学部・農学部学科別内訳＞

学部・日程・学科 募集人員 志願者数
選第1段抜階

受験者数
総 占

合格者数 入学者数 満点
合格者数 最高点 段低点

；前期 940 2,729 2,722 2,676 940 1,000 787.58 531.25 
工学部： 1,051 

；後期 110 1,530 1,527 827 117 1,100 846.75 713.25 

前 112 322 319 112 746.41 555.16 
土木系学科 125 

後 13 179 178 13 787.75 718.25 

前 40 120 120 40 724. 91 531.25 
衛生工学科 45 

後 5 65 64 5 796.5 755.5 

前 36 190 190 36 693.5 541 
資源工学科 39 

f麦 4 88 88 6 816 716.75 

前 85 244 244 85 740.58 584.75 
建築系学科 95 

後 10 128 128 10 772.75 713.75 

前 232 760 758 232 768.5 587.25 
物理工学科 260 

後 28 445 444 29 846.75 753.75 

前 126 303 303 126 787.58 570.25 
電気系学科 141 

後 14 140 140 15 797.5 716 

n1J 90 213 212 90 778.08 581. 41 
情報系学科 101 

f変 11 128 128 11 785 752 

前 219 577 576 219 705.25 541.16 
工業化学科 245 

後 25 357 357 28 798.25 713.25 

：前期 252 755 755 743 263 1.050 737.25 579.5 
農学部． 325 

i後Wl 63 679 679 425 64 810 556 .13 437.83 

｝~ 学 科 20 （前期 16~1 後期i 4名） 20 

林 &'.': 科 20 （前期 17名 後期 4名） 21 

~芸化学科 64 （前期 52~円 後期 13名） 63 

農林生物学科 15 （前期 13名 後期 3名） 16 

農業工学科 41 （前期 35名 後期 8名） 43 

農林経済学科 35 (1lff期 30名 後期 7名） 37 

水 産 ’F 科 23 （前期 19名 後期 5~，） ・24 

林産工学科 34 （前期128名 f愛知j 7名） 35 

食品工学科 38 （前期 31名 後J切 8名） 39 

ill 要量 三井 科 25 （前期 22名 後期 5名） 27 

（備考） 特例入試を除く。
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2.志願者・入学者 出身高校所在都道府県別調

ぷて総J人II、I]‘ ： 文 教 法 経済 理 医 薬 工 ~ 言十 ぷて総合人
文
教
法

育
l/JJ 

育

北海道
13 28 6 21 20 54 5 4 60 17 228 

三重
17 16 2 23 

7 6 1 5 3 12 21 1 57 4 5 

青森
4 3 4 4 8 2 6 31 

ili 滋賀
13 18 8 30 

2 1 1 2 1 3 10 3 4 1 11 

6 1 6 1 5 2 21 京都
81 123 26 192 

米岩手 1 2 1 1 5 9 26 4 48 

12 4 5 9 1 12 1 44 大阪
107 145 49 321 

宮域
2 1 2 1 1 1 8 10 32 15 77 

3 1 3 3 6 16 兵庫
74 117 31 194 

秋凹
1 1 2 

14 25 6 54 

畿奈良~t 2 9 5 9 2 9 2 38 
39 53 17 93 

山形 4 12 7 34 
3 1 3 8 

11 14 2 16 

福ぬ
6 10 1 2 1 20 3 7 3 53 和歌山

2 5 1 6 
1 1 1 2 1 1 8 

6 5 4 17 

茨城
5 12 3 4 15 33 3 24 15 114 鳥取 2 1 1 3 
1 1 1 6 7 3 19 

中島被
7 7 4 8 

栃木
4 12 2 9 8 13 7 4 17 6 82 1 3 2 3 

関 2 5 1 3 7 2 21 20 19 3 33 
10 11 1 9 10 26 9 3 26 11 116 問 ｜｜｜ l 5 1 8 群馬
1 2 1 3 9 1 18 24 23 2 52 

埼玉
11 27 7 12 29 62 8 7 52 16 231 国広ぬ 3 5 12 
3 1 2 3 1 1 9 1 21 2 13 1 8 
36 24 14 30 30 100 12 10 91 30 377 

山口
4 2 

千葉
4 6 1 3 4 7 2 10 5 42 3 1 6 12 

徳島

* 東京
99 91 30 86 120 249 68 13 173 76 1,005 

凶
13 16 5 15 17 23 8 2 31 9 139 

芥川
7 11 6 26 

58 38 18 25 38 99 20 8 84 46 434 3 8 
神奈川

9 3 2 5 7 10 3 1 17 6 63 5 18 6 7 
愛媛

13 9 1 11 7 35 5 14 9 104 国
1 4 1 

新潟 8 5 4 16 2 1 1 8 1 1 14 高知
4 17 3 5 8 8 4 1 17 10 77 1 1 1 5 

富山
1 2 1 1 2 3 4 14 29 45 14 46 

福岡
中 3 8 10 9 23 3 4 51 6 117 3 5 1 10 
石川

2 2 1 1 4 1 1 15 1 28 佐賀
6 6 6 5 

1 15 8 19 23 22 6 2 31 13 140 
1 

福井 九 10 4 7 12 4 3 8 5 2 7 4 33 長崎
8 3 2 2 8 13 2 1 7 3 49 

1 1 3 4 
山梨
2 2 7 熊本

11 7 11 

10 13 2 11 8 33 1 5 47 7 137 
2 2 2 

長野
4 1 3 2 4 1 11 3 29 大分

3 4 1 10 

12 23 1 17 17 47 11 4 42 17 191 
2 4 

岐阜
1 2 3 1 4 1 9 6 27 宮崎

5 5 2 5 
部l

ナM 2 3 

静岡
20 28 5 26 10 43 9 7 77 43 268 

20 15 6 26 
5 3 6 2 5 1 23 13 58 鹿児島

2 6 

愛知
53 80 18124 57 132 34 15 319 96 928 4 1 4 
13 13 3 26 8 28 3 4 86 31 215 沖縄

（備考） 1）「その他」には外国学校出身者のため
検 定

10 12 1 13 
の選考を含む。

法学部……志願者52名，入学者13名
その他

52 
経済学部…… 。41名， 。7名 13 
2）高等専門学校出身者は，高等専門学校

898 1.167 330 1,672 
の所在都道府県に含む。 左口〉 言十
3）特例入試を除く。 130 224 63 408 
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経i苅

16 

1 

22 
4 

193 

33 

308 

68 
151 

30 
76 

15 

9 

4 

4 

3 

17 

1 
16 

2 

11 

6 

19 
4 

10 

3 

4 

1 

39 

3 

3 
1 

1 

17 
2 

4 

6 

2 
17 

11 

41 

7 

1,436 

241 

上段－－－－－－志願者数

下段・・・・・・入学者数

理 医 i築 工 2是

36 12 4 67 23 216 

7 1 1 15 6 41 

26 5 7 97 38 264 

3 2 2 21 10 61 
168 87 45 560 169 1,644 

26 9 8 129 33 325 

254 lll 92 890 316 2,593 

36 13 23 214 70 558 
188 135 42 427 119 1,478 

38 29 9 124 30 359 
98 37 25 331 102 871 

20 12 7 92 25 228 

27 5 12 45 12 153 

3 1 2 9 5 34 
17 1 12 7 74 

3 3 3 16 

10 5 2 14 10 71 
4 1 3 3 23 

32 11 5 76 25 241 

6 2 27 6 57 

60 24 14 110 21 346 

10 1 4 26 7 70 

33 3 2 34 6 113 
8 8 25 

5 7 2 19 8 69 
1 1 1 6 4 16 

17 9 4 56 14 169 
1 1 17 3 37 

11 11 2 51 17 138 

2 3 14 4 32 

18 6 2 21 12 96 

2 1 1 5 2 20 

60 18 10 130 40 431 

8 5 3 32 7 77 

12 3 4 27 5 77 
3 1 1 6 15 

5 3 4 11 8 65 

2 2 2 15 
22 3 1 26 3 101 
2 1 9 21 
21 7 3 11 5 69 
3 1 4 1 15 

15 1 2 11 2 54 

3 2 3 17 
29 22 6 40 24 205 
1 2 1 6 2 21 
6 1 2 5 3 27 
1 1 2 

35 12 5 18 9 126 
3 4 

3 1 98 
20 

2,255 748 391 4 259 1.434 14,590 

326 102 85 1.051 、325 2,955 
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H炉〈〉申＜＞申略争噛叫〉側同・唱：：＞•・・〈〉・”叫D”ou＜＞叫l•<>u，闘争叫l•<>•tl·~叫，•＜＞＇＂＇＇¢＂・胸3・tllt帽：：＞1t‘’．〈〉叫．幅：＞u”．〈＝噛帽c，晦伺乏3咽

I ＜随想＞ よつ。しカ、しながら，この中問的な位霞付けカff 

j 一… ：；？：
名＋千教授中戸莞二 創設にあずかつた女子短大は企業－続営’で‘活躍 f

Q で、きる戦業人の千T成を目指していた。それゆえ ：

！ 退一ら…火学~. …礎知識の修l多
（短大）の信lj設にかかわった。 J個E ＂＇ ~＇ め． 2年間の教育活動が重点的になされた。し fjとは申川町の山田明 カし刈業教育附いても山ltl： ~TfI 

百量点JI
請から一期生卒業までというおlj 司・~＇ ＿， I もうとの意識，大学であろうとする安勢が教職 q

i 学の始まりを経験以すぎな ~－ 1 員のあいだに高まり始めて山また余儀なく j
~ ぃ。この間多くの方々のご脚 ·.；~ 圧縮されている一般教育に，人文 ・ti：会・自然 5
~ ご協）Jをいただき，いまも阪 、.， 科学の諸分野からの輪講方式によるj盛年講義 i
； 感謝している。卸l学の旅すちは順調であった "AlllJ’V を聞いた。これは人間としての在り ~ 
？ が，むろん難しさがなかった訳ではない。 方について学生の思考を期待する科日であり， x 
t まず，設tr.：認可の時期が遅れることは結果 学生の~－1市Ii もよかっ たようだ。 高度情報化に応 i

j 的に新設校の II-'.~；..臨ものであった。ご存知 える1rlll:.t.rx育であるがゆえに愛に慨す豊カ ~ 
…新議 … 

会のぷを経て決定される。H体的には係官の事 よりこれは－nで成るものではないが，教職只
1）刊行i与を得て膨大な書類を作製提II'.し， 2年度 のご以）Jにもかかわらず初代学長の点を果したき

にわたる審査が逐次進められていし この制 とは到問えない。この理念が教学に定指する ！

な折将と慎盈な審査が高等教育の不要性による ことをJUJ持するばかりである。 2 
ことは，もとより疑う余地がない。しかしその 制大のほとんどが私立であり，尖に 9訓以上 f
j結果，認可証の交付が関学前年の年ぷ近くにな の短λ止が伝学で学んでいる。国公立の大学と 2 
6 る。このことは，それまで学校制介や学生募集 は異なり，併では教学活動を文える健全な学 j
b の活動が一切できない新z没校にとって大きな痛 校経官が不可欠な条件となる。いま広学につい i
i手となる。既にこの時期には桝既設校の一次 て， l校， l学年あたりの平均丘学生数を比べ j
i入試が終っており，新設校は白校に村IJ.ιしい学 ると，修業年限の短い短大が4判以学の＇ j＇：ば j
； 生を迎えることが難しくなる。しかもこの試練 にも達しない （43%）。このように小規棋なも i
4 は開学年度にとどまらず，社会的：ffilfiを得るま のが多い書｛〕；大では，本米f干反｜潟係にないはず、の iI でJ詰を
施されると聞くが，既設校の人試以前に学校紹 きおこしやすし、。＊し、，この難しさに当l耐する

介をi苅ますことができるほどの改正を望みたい。 ことはなかったが，風間する水増し入学は教学！ 球 ω が学校教育法明即時の の質をた山低下山穴を掘ることとな ！

目的を“知的，道徳的及び応用的能力を展開さ る。しかし反而，経営からみた適正規模の再検 2
jせること と帆ー。そして第ゆ2 討が山川後にとって重要に思えてなら ；

bで短大について，大学は先の目的に代え“職業 ないo

i又は実際生活に必要な能力を育成することを主 我が国には1,1峨を超える大学があるが， 2 
jな目的とすることができる”としている。すな 短大がその半数を占めている。多様な高等教育 i
iわち短大は織業等の専門教育を主目的とする の一翼を判う短大についてご理解を深めていた s
iが，法的に大学として位置付けられており，そ だければ幸いである。 0 
； の基本的性格を具えなければならないこととな （なかと かんじ 元農学部長 Uii；＂！＇日60年退官 i
4る。そしてここに短大教学の本質があるといえ 専門は木材工学） t 
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